
景観計画区域内行為届出チェックリスト
【工作物用】

■届出書類一覧
	№
	書　類　名
	チェック欄
	備考

	１
	チェックリスト（工作物用）
	
	

	２
	景観計画区域内行為届出書（様式第８号）
	
	

	３
	工作物の概要（別紙２）
	
	

	４
	位置図（2500分の1以上）
	
	

	５
	計画平面図（100分の1以上）
	
	

	６
	外構図（100分の1以上）
	
	

	７
	立面図（100分の1以上）
	
	

	８
	現況写真（２方向以上からのも２～３枚程度）
	
	



■推奨基準への配慮（評価欄：◎十分配慮した　○配慮した　－該当なし）
	区分
	推奨行為
	評価欄
	配慮した点

	煙突、記念塔、装飾塔、高架水槽、その他プラント等
	明度、彩度を落として目立たないようにする。
	
	

	
	金属製のものは鏡のように反射しないようにする。
	
	

	柵・塀
	周辺環境との調和を図る。
	
	

	
	できるだけ生け垣や板塀など自然素材を用いた柵・塀とする。
	
	

	
	コンクリートを使う場合
・できるだけ明度、彩度を落とす。
・植栽等で目立たなくする。
	
	

	擁壁・土留め
など
	出来るだけ石材等自然材料を使う。
	
	

	
	既製品のブロックなどを使う場合
・表面に凹凸など変化のある素材を選ぶ。
	
	

	
	コンクリートを使う場合
・できるだけ明度、彩度を落とす。
・植栽等で目立たなくする。
	
	

	電柱・送電鉄塔・アンテナの類
	明度、彩度を落として目立たないようにする。
	
	

	
	金属製の素材の場合反射しないようにする。
	
	

	区分
	推奨行為
	評価欄
	配慮した点

	太陽光発電設備等
	太陽光発電設備の高さは、出来る限り低くして周辺景観に馴染むようにする。
	
	

	
	歩行者及び周囲の景観に影響のあるものは、敷地境界から出来るだけ後退し、必要に応じ植栽などにより修景を施すようにする。
	
	

	
	道路等から見た場合に、景観を阻害しないよう、配置の工夫、分割の工夫、植栽による遮蔽等により修景を施すようにする。
	
	

	
	重要な視点場から視対象方向の視野内に望見できないようにする。
	
	

	
	歴史的、文化的に価値の高い施設や区域及びその周辺から望見できないようにし、その施設を見た場合に阻害しないようにする。
	
	

	
	木竹の伐採を伴う場合は、伐採面積を必要最小限にする。
	
	

	
	ソーラーパネルの色彩は、周囲と調和した色彩とし、低明度かつ低彩度の目立たないものを使用する。
	
	

	
	ソーラーパネルの発電面は、低反射で、模様の目立たないものを使用する。また文字等の表記はしない。
	
	

	
	ソーラーパネルのフレームの色彩は、基本的にはパネル部分と同色とし、素材は低反射のものとする。
	
	

	
	パワーコンディショナーや分電盤及びフェンス等の付属設備の色彩も、基本的にはソーラーパネル等と同色とする。
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